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I 

Ⅰ 序章 

１．研究の背景 

日本の農村部の高齢化率は 2015 年時点で 31％と都市部より約 20 年も高齢化が進行

している³⁾。後期高齢期には「低栄養」をはじめとする老年症候群が生じやす⁴⁾⁵⁾。高齢

者の低栄養は、エネルギー不足による体重や皮下脂肪の減少、筋委縮やタンパク質欠乏

による血清アルブミン値の低下などをもたらす⁶⁾⁷⁾。 

２．高齢者の栄養状態の悪化に関連する要因 

 後期高齢期には日常的な買物困難 ¹⁰⁾¹⁵⁾や咀嚼能力低下 ¹²⁾¹³⁾¹⁴⁾¹⁹⁾、食事の楽しみの減少 ¹⁴⁾

などの問題が生じやすい。とくに独居高齢者では、経済状態 ¹⁶⁾¹⁷⁾¹⁸⁾や食事に対する意識

の低下や社会とのつながりの希薄化 ¹⁵⁾¹⁶⁾などの問題が指摘されている。 

３．COVID-19 の流行と高齢者の生活への影響 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は 2020 年に世界的に流行し ²¹⁾、特に高齢者に

甚大な被害を及ぼしている ²²⁾²⁴⁾。感染拡大を防止する緊急事態宣言などにより、高齢者

の活動や介護サービスの利用が制限され、高齢者の身体、および認知機能の低下や栄養

状態の悪化が危惧されている ³⁰⁾³²⁾³³⁾³⁵⁾³⁶⁾。自粛期間中に食品摂取の多様性が低下し、高齢

者の栄養状態に影響が出ている ³⁷⁾³⁸⁾。 

 

Ⅱ 研究の目的と意義 

COVID-19 の予防のための生活の変化が、農村部に在住する後期高齢者の栄養状態に

及ぼす影響を明らかにすることを目的とした。 

 

Ⅲ 研究の対象と方法  

1．調査対象 

A 村の後期高齢者 1,721 人を対象に、2019 年 4 月に実施された健康診査の際に行っ

た調査の回答者の内、2021 年 4 月の健康診査の際の調査にも回答した 268 名を分析対

象とした。 

2．調査方法  

健康診査の問診票と同時に調査票を対象者へ郵送し、健診会場にて回収した。 

3．倫理的配慮 

本調査は桜美林大学研究倫理委員会の承認を受けて実施した（承認番号 17037）。 

4．分析方法 

（１）従属変数 

 栄養指標の一つである体重の変化量を従属変数とした。 

（２）独立変数 

 COVID-19 の流行による生活状況の変化を用いた。栄養指標に影響が考えられる、基

本属性や食生活に関する項目、口腔機能、JST 版活動能力指標を調整変数とし、2019 年

時点の体重や BMI 基準の３区分毎の分析も行った。 

（３）統計学的方法 

まず、各調査項目と体重の変化量との関係をカイ 2 乗検定を用いて検討した。次いで、

体重の変化量を目的変数とした一般線形モデルによる多変量解析を実施した。 



 

II 

Ⅳ 結果 

１．2019 年の調査を受けた者は、男性 214 人、女性 290 人であった。身長および体重は

男性が有意に高かったが、年齢、BMI 、血清アルブミンには有意な性差はなかった。 

２．COVID-19 流行後に生活の変化があったと回答した者は 33.7％で女性の方が有意に

多かった。1 週間の外出頻度は、変わらないが 63.4％と最も多く、有意な性差がみられ、

男性は変わらないとの回答が多かった。近所や親戚とのお茶のみの回数がかなり減った

のは 39.9％と多く、女性の方が減った者の割合が有意に多かった。 

３．BMI 区分は 2 年間の体重変化量に有意に関連し、普通群と比較すると肥満群の体重

減少量が大きかった。 

COVID-19 による、生活の変化の有無別にみた体重の変化は、男女合計すると生活変

化がない者は有意に体重減少量が大きかった。 

４．２年間の体重変化の関連要因は、COVID-19 流行後の生活の変化、および、性別と

COVID-19 流行後の生活の変化の交互作用、および性別と体重評価と COVID-19 流行後

の生活の変化の交互作用であった。 

COVID-19 流行後も生活に変化がない者は有意に体重の減少量が多かった。男女とも

2 年間に体重が減少していたが、生活の変化があった者では、女性では体重が減少する

傾向にあったのに対して男性では体重が増加した。 

また、男女とも 2 年間の体重が減少する傾向にあったのに対し、生活の変化があった

者は、男性は自己の体重を過大評価した者の方が体重増加する傾向がみられた。一方、

女性では自己の体重を過大評価した者の方が体重減少する傾向を示した。 

 

Ⅴ 考察 

 本研究では、COVID-19 による生活影響により高齢者があまり動かなくなるとサルコ

ペニアなどにより体重が減少する可能性があるのではないかと考えていたが、結果は逆

に、COVID-19 による生活変化がない者の方が体重の減少量が多かった。COVID-19 の

生活変化により若い対象者の体重が増える傾向があったという島田らの研究 ⁴⁹⁾と同様

の理由が考えられる。一般的に、後期高齢者は老化や食事摂取量の変化などにより体重

が減少しがちだが、COVID-19 の生活変化により仕事や運動などの身体活動（消費エネ

ルギー量）が減少して体重の減少があまり起きなかったと考えられる。 

COVID-19 の生活影響で仕事や運動などで身体活動が減ることにより消費エネルギー

が減少した者では体重の減少の程度が少なかったものと考えられる。 

 

Ⅵ 今後の課題 

 2021 年の健康診査を受診した対象は COVID-19 予防のために活動を自粛した者の割

合が少なく、比較的健康度の高い者が多く含まれている可能性がある。COVID-19 予防

のための活動自粛が健康診査の受診率に及ぼす影響についても検討が必要と考えられ

る。 
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